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正
平
十
二 

    

観
応 

二 

 

二 

  

建
武 

一 

    

元
享 

四 

 

文
保 

一 

 

天
平
宝
字
八 

   

一
三
五
七 

    

一
三
五
一 

 

三
五 

  

一
三
三
四 

    

一
三
二
四 

 

一
三
一
七 

 
七
六
四 

   

二
・
一
一 

  

六
・
二
五 

 

一
〇
・
一
九 

 

一
〇
・ 

  

五
・
一
七 

    

一
一
・
二
九 

    

（
鹿
児
島
市
誌
Ⅰ
） 

堂
地
屋
敷
譲
状
（
旧
） 

の
ひ
の
か
わ
の
後
家
尼
よ
り
上
山

上
山
右
衛
門
五
郎
宛 

向
嶋
横
山

院
文
書
） 

を
引
入 

悪
党
で
あ
る
（
旧
安
養

向
嶋
西
方
河
原
越
前
守
阿
弥
陀
仏

（
旧
・
安
養
院
文
書
） 

向
嶋
西
方
の
公
事
欠
如
を
問
責
す

れ
る
（
鹿
児
島
市
誌
Ⅰ
） 

島
津
貞
久
向
嶋
地
頭
職
に
補
任
さ

地
並
仏
聖
燈
油
田
等
寄
進
（
旧
）

福
寺
薬
師
如
来
を
安
置
し
奉
る
敷

大
隅
国
向
嶋
西
方
河
原
道
勝
が
香

県
史
料
） 

め
尋
ん
ぬ
」
（
山
田
文
書
鹿
児
島

猿
造
よ
り
向
島
の
北
上
畠
崎
に
定

道
有
の
争
論
に
「
富
松
の
北
中
野

島
津
道
慶
（
山
田
宗
久
）
と
石
谷

上
山
領
主
（
鹿
児
島
市
誌
Ⅰ
） 

薩
摩
国
御
家
人
交
名 

鹿
児
島 

（
県
史
）
（
三
国
） 

桜
島
噴
火
・
桜
島
ハ
両
国
之
境 

 

八
 

七

  

文
明 

三

    

嘉
吉 

二

 

永
享
十
一

  

二
十

  

応
永
十
一

 

明
徳 

四

 

天
授 

二

 

正
平
十
八

 
一
四
七
六

 

一
四
七
五

  

一
四
七
一

    

一
四
四
二

 

一
四
三
九

  

一
四
一
三

  

一
四
〇
四

 

一
三
九
七

 

一
三
七
六

 

一
三
六
三

 

九
・
一
二 

 

八
・
一
五 

  

九
・
一
二 

    

三
・
一
七 

 

二
・
一
八 

  

一
二 

    

六
・
二
六 

   

四
・
一
〇 

人
畜
（
国
史
）
（
西
藩
野
史
） 

向
嶋
大
に
燃
出
す
（
三
国
）
壓
死

池
田
氏
蔵
年
代
記
）
（
三
国
） 

向
嶋
之
内
野
尻
村
燃
出
ル
（
旧
・

多
死
（
旧
・
池
田
氏
蔵
年
内
記
）

国
）
向
島
黒
神
村
燃
出
ル 

人
民

桜
島
噴
火
、
黒
神
村
神
火
燃
（
三

押
）
（
旧
） 

状
如
件
、
本
田
殿 

持
久
（
花

也
、
早
任
先
例
領
地
不
可
有
相
違

並
向
嶋
内
有
村
事
為
給
分
所
宛
行

嶋
津
庄
大
隅
方
溝
辺
六
町
・
同
城

事
（
旧
・
福
昌
寺
文
書
） 

向
島
西
堂
・
野
尻
・
赤
水
寄
進
之

會
す
、
谷
山
も
到
る
（
旧
） 

す
る
に
、
下
大
隅
向
嶋
之
衆
公
に

久
豊
、
伊
集
院
頼
久
を
討
た
ん
と

る
（
県
史
一
） 

一
）
応
永
十
六
薩
摩
守
護
を
兼
ね

元
久
日
向
・
大
隅
の
守
護
（
県
史

刑
部
九
郎
所
に
補
任
（
旧
） 

向
嶋
西
方
内 

藤
野
村
名
頭
職 

得
る 

今
川
了
俊 

薩
・
隅
の
守
護
職
を

蔵
職
を
譲
る
（
旧
） 

貞
久
・
氏
久
に
下
大
隅
郡
向
嶋
地

 
桜
島
町
年
表 
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八 

    

六 

 

四 

  

天
文 

一 

 

大
永 

六 

  

永
正 

六 

 

 

十
一 

  

文
明
年
中 

    

一
五
三
九 

    

一
五
三
七 

 

一
五
三
五 

  

一
五
三
二 

 

一
五
二
六 

  

一
五
〇
九 

  
一
四
七
九 

   

    
 

六
・
一
七 

    

一
二
・
二
四 

    

一
〇
・
二
八 

     

五
・
一
五 

  
 

 

二 

   

を
賜
う
（
旧
） 

（
喜
入
式
部
大
輔
）
忠
俊
に
赤
水

（
後
日
藤
野
と
か
え
る
）
島
津

幸
久
に
向
之
島
之
内
松
浦
・
二
俣

島
津
貴
久
、
市
来
攻
め
の
後
樺
山

（
国
史
） 

・
澤
牟
田
名
十
二
町
、
賞
功
労
也

浦
・
西
道
・
赤
水
及
荒
田
八
十
町

な
す
（
国
史
）
賜
嶽
・
藤
野
・
松

本
田
董
親
を
も
っ
て
向
島
地
頭
と

革
地
図
） 

向
嶋
領
主 
本
田
董
親
（
薩
藩
沿

二
年
の
譲
状
を
送
る
（
旧
） 

判
が
上
山
寺
恵
心
和
尚
に
正
平
十

桜
島
住
大
神
上
山
大
右
衛
門
惟
栄

革
地
図
） 

向
嶋
領
主
・
島
津
勝
久
（
薩
藩
沿

蔵
年
代
記
） 

世
天
祐
立
之
（
旧
・
桜
島
池
田
氏

向
嶋
御
嶽
金
ノ
鉾
、
福
昌
寺
十
一

と
称
す
（
旧
） 

る
、
寺
地
向
島
の
陰
の
故
島
陰
寺

忠
昌
、
立
野
に
桂
庵
院
を
建
て

桜
島
半
分
領
有
（
三
国
） 

領
し
数
代
続
く
（
三
国
）
喜
入
氏

文
明
年
中 

長
門
城
島
津
忠
弘
が

      

元
亀 

二

 

十
二

 

永
禄 

四

  

弘
治 

三

 

十
九

   

十
七

   

十
一

 

天
文 

十

      

一
五
七
一

 

一
五
六
九

 

一
五
六
一

  

一
五
五
五

 

一
五
五
〇

   

一
五
四
八

   

一
五
四
二

 

一
五
四
一

      

七
・
二
四 

 

一
一
・
一
三 

    

四
・
一
五 

     

三
・
二
五 

   

三 

  

日
記
」
） 

寄
来
る
…
（
旧
・
「
長
谷
場
越
前

く
ら
嶋
を
漕
の
き
て
鹿
児
島
表
に

り
赤
水
・
野
尻
に
走
籠
る
に
、
さ

る
、
家
久
他
五
百
騎
計
り
横
山
よ

百
余
隻
で
桜
島
の
野
尻
を
攻
め

肝
付
省
釣
・
伊
地
知
重
興
兵
船
三

寄
進
（
旧
）
（
国
史
）
（
県
史
）

赤
生
原
の
塩
屋
一
軒
を
妙
谷
寺
に

地
図
） 

向
嶋
領
主
藩
の
直
轄
（
薩
藩
沿
革

を
賜
う
（
旧
・
玄
左
自
記
） 

攻
め
で
の
戦
功
で
向
之
嶋
赤
水
村

樺
山
助
太
郎
（
幸
久
の
子
）
蒲
生

地
図
） 

向
嶋
は
藩
の
直
轄
地
（
薩
藩
沿
革

着
（
旧
・
貴
久
公
御
譜
中
） 

忠
朗
船
で
桜
島
に
泊
り
翌
日
浜
市

山
幸
久
・
伊
集
院
忠
朗
を
遺
す
、

貴
久
、
本
田
董
親
を
討
つ
た
め
樺

可
（
旧
・
玄
左
自
記
） 

由
、
救
援
は
鹿
児
島
向
嶋
以
外
不

親
に
与
え
る
、
同
城
は
海
路
不
自

忠
良
・
貴
久
、
生
別
府
を
本
田
董

革
地
図
） 

向
島
領
主 

島
津
貴
久
（
薩
摩
沿
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六 

  

四 

    

二 

 

天
正 

一 

    

元
亀 

三 

        
 

  

一
五
七
八 

  

一
五
七
六 

    

一
五
七
四 

 

一
五
七
三 

    

一
五
七
二 

        

一
一
・
二
九 

 

二 

  

八
・
一
六 

  

一
一
・
一
九 

 

八
・
二
九 

    

九
・
二
六 

          

義
久
、
大
友
合
戦
の
凱
戦
、
浜
之

出
す
る
（
旧
・
日
向
記
） 

米
良
の
人
質
を
向
島
に
と
る
が
脱

将
と
な
る
。
（
国
史
） 

義
久
鹿
児
島
向
島
そ
の
他
の
兵
の

伊
東
氏
を
高
原
に
攻
め
よ
う
と
、

嶋
嶽
名
拝
領
（
旧
・
覚
兼
日
記
）

め
あ
け
、
そ
の
か
わ
り
小
村
・
向

去
夏
、
川
内
都
名
朝
久
へ
遺
す
た

兼
日
記
） 

向
島
へ
材
木
被
仰
付
…
（
旧
・
覚

地
図
） 

向
島
は
藩
の
直
轄
地
（
薩
藩
沿
革

峰
為
陣
営
（

旧
・

樺
山
玄
左
譜
中
）

卒
軍
旅
先
渡
桜
島
…
文
以
早
崎
高

歳
久
主
並
島
津
右
衛
門
尉
歳
久
引

る
（
三
国
） 

元
亀
年
中
長
戸
城
鎌
田
政
近
が
守

て
、
…
（
旧
・
箕
輪
覚
書
云
） 

向
か
う
島
の
野
尻
村
を
破
ら
ん
と

環
巻
） 

島
を
漕
き
通
り
…
（
旧
・
倭
文
麻

・
野
尻
三
ケ
所
に
走
せ
籠
り
…
桜

…
、
家
久
を
始
め
…
横
山
・
赤
水

乗
取
り
鹿
児
島
に
攻
入
ら
ん
と

（
肝
付
）
省
釣
ハ
…
大
隅
桜
島
を

     
文
禄 

四

   

十
四

      

十
三

十
二

 

十
一

  

天
正 

九

   

     

一
五
九
五

   

八
六

      

八
五

八
四

 

一
五
八
三

  

一
五
八
一

   

     

六
・
二
九 

   

一
・ 

六 

五
・ 

三 

   

四
・
二
六 

 

二
・
二
六 

  

一
・
一
九 

  

八 

   

れ
る
（
旧
・
樺
山
久
高
譜
中
） 

三
町
、
藤
野
三
町
蔵
入
に
召
上
ら

有
樺
山
氏
）
、
向
之
嶋
の
赤
生
原

…
…
（
旧
・
義
弘
公
御
譜
中
正
文

る
、
一
、
千
七
百
七
拾
九
石
三
斗

秀
吉
、
義
久
に
知
行
目
録
を
与
え

地
図
） 

向
島
は
藩
の
直
轄
地
（
薩
藩
沿
革

（
旧
・
覚
兼
日
記
） 

白
浜
へ
、
翌
七
日
百
姓
種
々
会
釈

白
浜
へ
馳
込
（
旧
・
覚
兼
日
記
）

野
に
移
す
（
三
国
） 

（
旧
・
覚
兼
日
記
）
後
こ
れ
を
吉

牧
中
止
を
去
年
再
興
馬
十
六
疋

向
島
御
馬
追 

こ
れ
以
前
狼
害
で

記
） 

二
俣
・
白
浜
境
論
（
旧
・
覚
兼
日

 

・
覚
兼
日
記
） 

向
嶋
拙
者
領
分
白
浜
の
着
船
（
旧

児
島
に
従
す
（
国
史
） 

を
質
と
し
て
桜
島
に
置
く
、
後
鹿

義
久
、
相
良
義
陽
を
降
し
、
二
子

三
百
艘
余 

夜
亥
刻
御
帰
陣
（

旧
）

谷
山
・
向
嶋
・
大
隅
地
下
船
都
合

市
か
ら
出
船
、
御
迎
船
鹿
児
島
・
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三 

   

寛
永 

二 

 

十
八 

   

十
三 八 

             

慶
長 

六 

一
六
二
六 

   

一
六
二
五 

 

一
六
一
三 

   

一
六
一
三 

一
六
〇
三 

             

一
六
〇
一 

四
・
二
〇 

     

一
二
・
朔 

   

六
月
～
一
二
月

一
二 

             

二 

公
狩
于
向
島
（
旧
） 

五
社
神
社
（
黒
上
）
も
移
転 

代
官
平
山
対
馬
守
（
神
社
誌
）
原

大
明
神
御
造
立
（
神
社
誌
）
向
島

家
久
公 

桜
島
西
方
総
鎮
守
五
社

六
人
向
嶋
衆
（
旧
） 

人
衆
賦
衆
（
冬
の
陣
の
前
年
）
…

（
旧
） 

・
横
山
の
三
ケ
名
、
向
之
嶋
鶉
野

赤
水
、
有
村
、
小
池
・
赤
向
春

「
伊
地
知
周
防
守
重
康
日
記
」

向
嶋
之
蜜
柑
初
て
献
上
（
旧
） 

（
旧
）
） 

蟄
居
…
」
（
旧
新
納
忠
元
勲
攻
記

「
松
齢
様
御
事
ハ
隅
州
桜
島
江
御

地
…
」
（
旧
「
義
久
公
譜
中
」
）

称
桜
島
隅
州
之
内
、
経
日
月
於
此

「
惟
新
…
…
去
居
処
于
向
之
島
或

「
雑
抄
」) 

月
惟
新
纂
龍
伯
（
花
押
）
」
（
旧

可
有
御
越
之
由
、
尤
存
候
…
卯
二

「
尚
々
貴
老
、
向
之
島
の
こ
と
く

に
屈
居
（
旧
） 

向
之
島
藤
崎
の
揚
梅
藤
野
村
数
月

桜
島
」
（
旧
「
新
納
旅
庵
譜
中
」
）

「
惟
新
尊
君
、
…
故
逃
去
屈
隅
州

 

慶
安 
三三

  
正
保 

二
十
九

   

十
六

 

十
六

  

十
三

 

十
一

    

十

  

寛
永 

五

 
一
六
五
〇

一
六
四
六

  

一
六
四
五

一
六
四
二

     

一
六
三
九

  

一
六
三
六

 

一
六
三
四

    

一
六
三
三

  

一
六
二
八

     

一
〇
・
一
四 

三
・ 

七 

     

一
二 

  

三 

 

五
・
二
〇 

    

一
一
・
一
二 

  

一
二
・
朔 

古
記
） 

中
将
様
向
之
嶋
江
被
遊
（
国
分
諸

西
道
ノ
三
柱
神
社
再
興
（

神
社
誌
）

た
る
へ
き
事
（
旧
） 

但
向
之
島
…
…
此
十
七
ケ
所
定
立

諸
所
之
立
狩
倉
、
今
度
明
候
事
、

向
島
神
火
燃
云
々
（
三
国
） 

（
藩
法
集
八
・
〈
下
〉
） 

人
皆
地
行
取
、
内
壱
人
卅
石
以
上

百
三
拾
壱
石
壱
年 

衆
中
八
十
九

諸
郷
士
給
地
高 

向
之
嶋 

高
六

向
之
島
…
…
（
県
史
二
）
（
旧
）

外
城
の
制
私
領
之
外
八
十
七
所
…

宗
徒 

（
県
史
）
（
国
史
） 

子
も
斬
に
処
せ
ら
れ
る
…
…
耶
蘇

矢
野
主
膳
桜
島
に
於
て
焚
刑
、
二

…
（
旧
） 

御
台
所
向
之
嶋
伊
勢
鶴
殿
御
懐
妊

創
建
（
地
理
纂
考
） 

中
万
扣
）
家
久
烏
島
に
厳
島
神
社

公
弁
財
天
ヲ
烏
島
ニ
安
鎮
（
桜
島

候
、
（
旧
）
（
国
）
（
県
史
）
慈
眼

小
三
郎
搦
取
候
而
向
嶋
へ
被
遣
置

年
に
も
同
じ
願
い 

赤
生
原
そ
の
他
（
旧
）
→
寛
永
六

樺
山
返
地
願 

向
之
嶋
藤
野
村
・

 



952 

       

元
禄
十
一 

   

七 

元
禄 

一 

 

延
宝 

元 

 

八 

  

七 

 

六 

  

五 

 

寛
文 

四 

 

四 

 

承
応 
三 

 

慶
安 

五 

一
六
九
八 

   

一
六
九
四 

一
六
八
八 

 

一
六
七
三 

 

一
六
六
八 

  

一
六
六
七 

 

一
六
六
六 

  

一
六
六
五 

 

一
六
六
四 

 

一
六
五
四 

 
一
六
五
三 

 

一
六
五
二 

一
二
・
二
〇 

   

七
・
二
六 

二
・ 

六 

 

  

一
〇
・
一
三 

  

六
・
一
二 

九
・
四 

八
・
二
七
～ 

  

一
〇 

 

閨
五
・
二
五 

   

一
一
・ 

 

四
・
二
〇 

向
嶋
ヲ
桜
嶋
ト
唱
可
申
旨
（
旧

記
」
） 

仰
付
候
（
旧
「
池
田
氏
蔵
年
代

候
而
士
踊
大
太
鼓
カ
ム
キ
踊
り
被

太
守
様
立
花
隆
庵
老
御
同
船
、
左 

中
将
様
御
光
越 

（
三
国
） 

横
山
村
に
建
立
、
當
島
の
祈
願
所

之
事
（
旧
） 

向
之
嶋
山
ニ
而
・
度
々
鹿
ね
ら
い

久
公
御
譜
中
」
） 

四
日
桜
島
小
池
に
休
む
（
旧
「
光

浦
廻
上
使
桜
島
瀬
戸
に
休
む
、
十 

（
旧
・
池
田
氏
蔵
年
代
記
） 

光
久
公
湯
之
村
麻
利
支
天
に
参
籠 

狩
ニ
御
登
…
（
国
分
諸
古
記
） 

嶋
江
被
遊 

御
光
儀
候
ニ
付
…
御

江
豚
壱
本
取
候
而
…
綱
久
様
向
之 

（
「
薩
賜
日
並
琉
球
高
辻
帳
」
） 

向
之
嶋
郷
各
村
高
（
十
四
村
） 

（
国
分
諸
古
記
） 

向
之
嶋
横
山
江
被
遊 

御
光
儀
候 

遊
候
…
鹿
…
（
国
分
諸
古
記
） 

中
将
様
向
之
嶋
江
被
遊
…
御
狩
被 

可
然
由
（
旧
） 

光
久
公
、
向
之
嶋
西
堂
ニ
而
御
狩

  

享
保 
二

  

四

  

二

 

正
徳 

一

    

七

    

五

 

宝
永 

二

 

元
禄
十
二

 

  
一
七
一
七

  

一
七
一
四

  

一
七
一
二

 

一
七
一
一

    

一
七
一
〇

    

一
七
〇
八

 

一
七
〇
五

 

一
六
九
九

 

     

五 

  

一
〇
・
一
八 

 

一
二
・
二
二 

         

九
・ 

五 

 

四
・ 

八 

 

一
・
二
六 

 

（
藩
法
集
８
〈
下
〉
） 

御
船
手
支
配
之
所
ニ
て
は
な
く

桜
島
…
水
手
役
は
相
勤
候
へ
共
、 

建
置
申
候(

旧) 

有
村
会
船
（
之
場
所
）
故
御
高
札

浦
高
札
建
場 

桜
島
之
内
横
山
・ 

〈
上
〉
）
（
旧
） 

候
、
前
々
よ
り
申
渡
（
藩
法
集
８

桜
島
へ
遊
山
な
ど
に
罷
越
間
敷

法
８
下) 

桜
島
夫
仕
・
六
ケ
条
は
差
免
（
藩 

史
概
説
」) 

佐
多
、
新
城
（
川
越
「
鹿
児
島
県

水
、
大
根
占
、
小
根
占
、
田
代
、

ケ
所 

一
、
牛
根
、
桜
島
、
垂

御
巡
国
の
御
問
条
書 

大
隅
郡

○

○

○

八 

る
（
県
史
） 

兵
衛
桜
島
の
櫨
で
製
蝋
に
成
功
す

元
禄
宝
永
年
間
白
浜
の
村
山
四
郎

（
桜
島
中
万
扣
） 

横
山
ヨ
リ
小
池
迄
通
路
ヒ
ロ
マ
ル

（
神
社
誌
） 

桜
島
神
社
（
蔵
王
権
現
）
焼
失
す 

努(

旧
「
池
田
氏
蔵
年
代
記
」) 

吉
野
旧
例
の
関
狩
初
而
被
仰
付
相 

「
桜
島
池
田
氏
蔵
年
代
記
」) 
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三

   

天
明 

一

  

九

   

安
永 

八

    

五

     

明
和 

三

   

一
七
八
三

   

一
七
八
一

  

一
七
八
〇

   

一
七
七
九

    

一
七
七
六

     

一
七
六
六

    

四
・ 

八 

  

三
・
一
八 

八
・
一
一 

 

五 

   

一
〇
・ 

一 

    

三
・
一
二 

      

一
、
二
〇
四
人 

衆
中
高 

六
七

・
人
体 

四
九
四
人
・
士
惣
人
数

六
八
石
一
斗
五
升
五
合
一
勺
九
才

桜
島
拾
ケ
村 

惣
高
頭 

二
、
六

 

一
、
舟
六
隻
（
旧
追
六
） 

者
八
人
、
行
方
不
明
七
、
怪
我
人

桜
島
海
中
ヨ
リ
噴
火
・
津
浪 

死

噴
火
・
津
浪
（
旧
追
六
） 

水
・
野
尻
大
被
害
（
桜
島
炎
上
記
）

赤
水
の
上
の
谷
が
雨
で
氾
濫 

赤

地
理
纂
考
」
） 

泉
は
こ
の
時
枯
れ
る
（
「
薩
隅
日

の
古
里
温
泉
湧
出
す
。
有
村
の
温

桜
島
噴
火
（
旧
）
（
国
）
湯
之
村

藤
野
に
植
え
ら
れ
る
（
県
史
） 

明
和
年
中 

新
種
平
右
衛
門
櫨 

る
（
藩
法
集
８
・
下
） 

三
日 

永
代
に
戸
柱
瀬
を
下
さ
れ

桜
島
瀬
戸
村
之
蔵
之
丞 

一
年
二

造
（
神
社
誌
） 

一
、
小
烏
神
社
神
体
虫
付
ニ
付
新

法
八
・
下
） 

支
配
之
所
ニ
て
御
座
な
く
…
（
藩

水
手
立
は
相
勤
ム
へ
共
、
御
船
手

一
、
上
町
下
町
桜
島
…
右
拾
ケ
所

  

宝
暦
十
一 

   

六 

    

一 

    

宝
暦 

一 

   

寛
延 

二 

  

延
享 
一 

  

  

一
七
六
一 

   

一
七
五
六 

    

一
七
五
一 

    

一
七
五
一 

   

一
七
四
九 

  
一
七
四
四 

  

  

一
一 

   

九
・
晦 

  

九 

 

一
〇
・
一
五 

  

一
〇
・
二
一 

 

九 

   

三
・
二
五 

     

（
旧
「
近
秘
野
艸
」
） 

于
桜
島
、
二
十
二
日
還
自
桜
島

萩
候
遣
使
来
聘
、
…
…
二
十
日
臨

（
旧
）
重
豪
時
代 

小
池
迄
間
御
茶
屋
等
調
…
…

…
…
桜
島
前
頬
巡
見
、
野
尻
ヨ
リ

一
、
去
ル
廿
六
日
桜
島
江
御
越
付

（
薩
藩
政
要
録
） 

扣
）
→
安
永
八
年
噴
火
で
炉
焼
失

有
村
に
御
仮
屋
再
建
（
桜
島
中
万

（
桜
島
中
万
扣
）
（
神
社
誌
） 

継
豊
公 

御
仮
屋
崎
の
稲
荷
建
立

至
る
。
凡
ソ
二
十
余
郷
（
国
史
）

大
根
占
を
歴
り
、
垂
水
、
桜
島
ニ

公
（
重
年
）
自
南
方
、
小
根
占
、

（
桜
島
中
万
扣
） 

重
年
公
有
村
へ
御
仮
屋
御
造
立

（
藩
法
八
〈
上
〉
） 

立
桜
島
・
曖
浦
役
か
ら
御
船
手
宛

り
、
百
姓
が
居
住
水
手
二
〇
人
定

桜
島
中
に
加
子
屋
敷
二
二
六
あ

領
）
（
県
史
二
）
（
薩
藩
政
要
録
）

根
占 

田
代 

佐
多 

垂
水
（
私

大
隅
郡 

牛
根 

小
根
占 

大

附
壱
人
（
大
御
支
配
次
第
帳
） 

桜
島
郷
士 

弐
百
八
拾
五
人
…
座
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十
二 

 

十 

 

寛
政 

六 

     

七 

 

天
明 

五 

       

      

一
八
〇
〇 

 

一
七
九
八 

 

一
七
九
四 

     

一
七
八
七 

 

一
七
八
五 

       

              

四 

   

一
〇
・
一
九 

       

隅
日
地
理
纂
考
） 

閏
四
月 

島
民
六
口
を
移
す
（
薩

島
に
移
す
（
県
史
） 

十
一
人 

三
歳
以
下
男
二
人
を
新

赤
水
・
黒
上
か
ら
五
戸
、
男
女
各

之
と
あ
り
享
保
大
御
支
配
後
か
？

桜
島
村
付
十
五
村
寛
政
十
二
年
写

島
中
万
扣
） 

五
社
大
明
神 

宮
坂
へ
御
直
（
桜

立
（
藩
法
集
８
・
下
） 

桜
島
洪
水
ニ
付 
水
手 

十
三
人

（
「
薩
隅
日
地
理
纂
考
」
） 

天
明
中 
桜
島
に
洪
水
あ
り

・
下
） 

桜
嶋
は
中
郷
で
あ
る
（
藩
法
集
８

後
水
手
立
十
五
人
（
藩
法
８
・
下
）

桜
嶋 

加
子
屋
敷
二
二
六
、
燃
以

藤
崎
万
十
） 

桜
島
噴
火
（
「
桜
島
燃
上
覚
書
」

が
死
亡
（
県
史
・
旧
） 

新
島
近
く
の
噴
火
で
津
波 

六
人

覧｣

） 

山
御
仮
屋
（｢

三
国
御
治
世
要

潮
音
寺 

一
、
西
寿
寺 

一
、
横

一
、
惣
社 

五
社
大
明
神 

一
、

六
石
余 

    
嘉
永 

一

   

天
保
一
四

         

四

  

七

 

三

 

文
化 

一

    

一
八
四
八

   

一
八
四
三

         

一
八
二
六

  

一
八
一
〇

 

一
八
〇
六

 

一
八
〇
四

 

八
・
一
八 

  

二
・
一
三 

                

六
・
二
六 

    

（
鹿
児
島
県
史
料
・
斉
宣
・
斉
興

御
軍
賦
改
正
令 

桜
島 

二
手

興
公
史
料
） 

訪
（
鹿
児
島
県
史
料
・
斉
宣
・
斉

斉
興
、
大
隅
巡
視
桜
島
洗
出
を
探

得
る
（
神
社
誌
） 

五
大
大
明
神 

正
一
位
の
位
階
を

不
含
）
（
三
国
名
勝
図
） 

桜
島 

村
数
十
八
村
（
沖
之
島
を

 
 
 
 
 

（
薩
藩
政
要
録
五
）

 

用
夫 

一
九
三
一
人 

 

村
数 

一
九
（
含
沖
之
島
） 

 

一
合
九
勺
二
才 

郷
士
高 

六
五
四
石
五
斗
三
升

 

二
勺
二
才 

 

惣
高 

二
七
〇
五
石
六
斗
二
升

六
〇
四
人 

数 

一
二
四
九
人 

郷
士
人
体 

桜
島
郷
（
大
隅
郡
）
郷
士
惣
人
体

能
忠
敬
測
量
関
係
資
料
） 

二
十
九
日
に
測
量
終
わ
る 

（
伊

伊
能
忠
敬
桜
島
へ
渡
ル 

測
量

定
立
（
藩
法
集
８
・
下
） 

桜
島 

浦
男
女 

無
構 

十
二
人

（
藩
法
集
８
・
下
） 

桜
島
洪
水
ニ
付
水
手
十
二
人
定
立
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安
政 

一 

   

六 

 

五 

      

四 

 

三 

    

嘉
永 
二 

 

    

一
八
五
四 

   

一
八
五
三 

 

一
八
五
二 

      

一
八
五
一 

 

一
八
五
〇 

    

一
八
四
九 

 

 

七
・
二
三 

  

一
・
一
八 

 

一
一
・
一
三 

            
六 

      

（
鹿
県
史
料
・
斉
彬
公
史
料
二
）

桜
島 

赤
水
・
洗
出
で
砲
術
操
練

料
・
斉
彬
公
史
料
二
） 

（
二
隻
）
造
船
所
見
学
（
鹿
県
史

桜
島 

有
村
（
二
隻
）
・
瀬
戸
村

製
造
見
学
（
鹿
県
史
・
斉
彬
公
一
）

斉
彬 

有
村
・
瀬
戸
村
の
大
砲
船

（
鹿
県
史
料
・
斉
彬
公
一
） 

斉
彬 

赤
水
・
洗
出
調
練
御
覧

（
桜
島
中
万
扣
） 

郷
中
へ
相
集
毎
夜
文
武
修
行
始
ル

理
（
県
史
二
）
（
斉
彬
公
史
料
１
）

横
山
砲
台
仕
立
場
・
袴
腰
砲
台
修

扣
） 

彬
公
史
１
）
御
光
越
（
桜
島
中
万

順
聖
院
様
繰
練
を
み
る
た
め
（
斉

万
扣
） 

赤
水
村
ニ
塩
硝
蔵
建
之
（
桜
島
中

台
場
築
有
之
（
桜
島
中
万
扣
） 

六
月
沖
之
島
台
場 

三
月
赤
水
村

料
） 

藤
野
村
・
松
浦
の
上
（
同
上
史

史
料
・
斉
彬
公
一
）
他
に
武
村
・

立
場
（
明
治
二
年
ま
で
）
（
鹿
県

松
浦
村
西
道
村
字
鍋
割
の
苗
木
仕

公
史
料
） 

 

文
久 
三

   

二

   

文
久 

一

  

万
延 

元

 

六

 

六

  

三

   

二

 

安
政 

 
一
八
六
三

   

一
八
六
二

   

一
八
六
一

  

一
八
六
〇

 

一
八
五
九

 

一
八
五
九

  

一
八
五
六

   

一
八
五
五

  

            

一
二 

 

九
・
一
九 

 

一 

  

一
〇 

     

一
二
・
一
三 

・
野
尻
・
神
瀬
・
仮
屋
之
崎
台
場

塩
硝
蔵
建
立
（
薗
田
系
図
）
烏
島

忠
義
公
Ⅰ
） 

村
洗
出
大
砲
操
練
（
鹿
県
史
料
・

引
移
（
薗
田
氏
系
図
）
桜
島
赤
水

江
戸
守
衛
へ
、
沖
島
の
青
山
愚
智

現
人
数 

二
二
六
人 

（
鹿
県
史
料
・
忠
義
公
史
料
Ⅰ
）

組
一
手 

地
頭 

平
田
伊
兵
衛

改
正
軍
賦
人
名 

一
、
桜
島 

五

島
中
万
扣
） 

之
島
ハ
谷
山
ト
六
月
交
代
）
（
桜

横
山
并
沖
之
島
江
遠
見
番
所
（
沖

越
（
鹿
県
史
料
・
忠
義
公
史
料
Ⅰ
）

吉
井
氏
桜
島
へ
札
方
検
者
ニ
テ
差

斉
彬
公
四
） 

桜
島
古
里
へ
湯
治
（
鹿
県
史
料
・

と
の
…
（
右
同
） 

田
仲
太
郎 

暦
者
見
習
被
仰
付
度

暦
者
見
習 

一
、
桜
嶋
郷
士 

原

島
県
史
料
・
斉
彬
公
史
料
二
） 

才
歳
二
男 

原
田
岩
次
郎
（
鹿
児

御
小
姓
与
才
輔
嫡
子 

桜
島
郷
士

蘭
学
通
詞 

一
、
一
七
歳 

一
代

斉
彬
公
史
料
二
） 

瀬
戸
昇
平
丸
竣
工
（
鹿
県
史
料
・
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幕 
 

末 

  

幕 
 

末 

             

二 

元
治 

一 

      

年
代
後
半 

一
八
〇
〇 

                

一
八
六
五 

一
八
六
四 

      

      

二
・
二
五 

           

二
・
二
九 

       

 

村
数 

十
九
（
沖
之
島
を
ふ
く

大
隅
郡
七
ケ
所 

桜
島 

川
日
本
地
名
大
辞
典
） 

の
李
「
万
左
衛
門
」
生
え
る
（
角

西
道
の
山
本
万
左
衛
門
の
住
居
前

手
の
参
加
（
薗
田
家
系
図
） 

福
山
野
原
調
練
桜
島
ヨ
リ
二
組
一

図
抜
書
） 

全
テ
ヤ
キ
方
ト
シ
テ
（
薗
田
家
系

同
十
一
日
ヤ
キ
方
、
三
郷
二
才
共

三
月
十
八
日
迄
ハ
ラ
ヒ
方
相
済
、

山
ハ
ラ
ヒ
方
初
リ
二
月
廿
九
日
、

ツ 下
ノ
郷
中
二
才
一
口
ヨ
リ
両
人
ツ

人
ツ
ツ
相
立
、
其
検
者
ニ
ハ
平
中

開
方
ニ
ハ
一
日
ニ
百
姓
共
夫
六
十

事 野
、
地
頭
思
召
ニ
テ
開
方
有
之
候

窮
士
救
済
の
為
白
浜
村
之
上
大

居
地
頭 

赤
水
へ
（
右
同
書
） 

を
催
す
（
鹿
県
史
料
・
忠
義
公
Ⅰ
）

所
・
桜
島
砲
台
・
水
軍
放
発
操
練

士
中
よ
り
（
薗
田
系
図
）
六
月
五
ケ

神
瀬
台
場
築
に
金
子
三
千
疋 

郷

塩
硝
蔵
砲
台
築
造
（
薗
田
系
図
）

・
塩
硝
蔵
（
薗
田
系
図
）
城
山
に

       

明
治 

四

       

維
新
の
頃

幕
末
～

    

       

一
八
七
一

             

                     

 
 
 
 
 
 

(

「
地
理
纂
考
」)

戸 
 

二
一
二
五
軒 

平
民 

八
六
二
六
人 

卒 
 
 
 

三
一
人 

士 
 

二
七
七
二
人 

村
数
十
九 

三
升
三
勺
一
才 

桜
島 

 

高 

二
七
一
七
石
五
斗

 
 
 

(

「
薩
隅
日
諸
郷
便
覧
」)

村
数 

十
四 

狩
夫 

一
四
四
二
人 

人
数 

一
二
〇
二
人 

郷
士 

五
〇
三
家
部 

七
五
石
一
斗
四
升
三
合
二
勺
八
才

合
一
勺
九
才
…
…
郷
士
高 

六

高 

二
六
六
八
石
一
斗
五
升
五

桜
島 郡

村
名
付
」) 

高 

六
七
六
石
余
（
「
薩
隅
日

惣
高 

二
六
一
七
石
余 

郷
士

む) 
 

出 

典 

（
国
史
）
…
…
島
津
国
史 

（
県
史
）
…
…
鹿
児
島
県
史 

（
旧
）
…
…
…
旧
記
雑
録 

（
三
国
）
…
…
三
国
名
勝
図
会 
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桜
島
町
道
各
号
線
の
延
長
及
び
施
行
機
関 
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あ 

と 

が 

き 

 

昭
和
五
十
四
年
以
来
八
年
有
余
の
歳
月
を
経
て
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
「
桜
島
町
郷
土
誌
」
を
完
結
し
、
皆
さ
ん
の

お
目
に
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
嬉
し
く
感
無
量
で
あ
り
ま
す
。 

 

ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
は
じ
め
か
ら
編
集
委
員
全
員
が
ず
ぶ
の
素
人
で
、
当
初
何
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
か
全

く
五
里
霧
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
初
の
二
年
間
ぐ
ら
い
は
人
家
を
た
ず
ね
、
古
老
と
語
る
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査

に
終
わ
り
ま
し
た
。
次
は
古
文
書
等
資
料
の
調
査
収
集
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
有
史
以
来
の
度
重
な
る
噴
火
災
害
に

よ
り
貴
重
な
資
料
が
焼
失
埋
没
し
、
ま
た
、
住
宅
の
新
改
築
や
学
校
・
役
場
等
公
共
施
設
の
移
転
ま
た
は
建
て
直
し

に
よ
っ
て
、
古
文
書
等
の
資
料
は
皆
無
の
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
墓
標
や
記
念
碑
や
神
社
・
仏
閣
・
古
石

塔
等
に
つ
い
て
の
調
査
探
究
、
或
い
は
県
立
図
書
館
に
通
っ
て
古
い
新
聞
記
事
を
読
み
通
し
た
り
、
関
係
機
関
の
協

力
を
仰
ぐ
な
ど
し
た
も
の
の
、
参
考
に
な
る
資
料
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
委
員
会
で
は
検
討
や
分
析

が
く
り
返
し
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
作
業
に
業
を
に
や
し
て
、
何
度
か
調
査
研
究
を
投
げ
出
そ

う
と
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、｢

資
料
が
な
い
の
で
は
な
く
、
在
る
資
料
を
見
逃
が
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。｣

ま
た
「
い
つ
ま
で
も
資

料
収
集
で
も
あ
る
ま
い
。
こ
の
辺
で
文
章
化
の
作
業
に
入
っ
た
ら
ど
う
か
。
」
な
ど
自
己
反
省
の
意
見
も
出
る
よ
う

に
な
り
、
よ
う
や
く
作
業
は
本
腰
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
以
前
の
歴
史
に
関
す
る
部
門
は
高
校
の
史

学
の
先
生
に
依
頼
し
、
委
員
は
明
治
以
降
の
部
門
、
特
に
昭
和
を
重
点
的
に
ま
と
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
各

自
分
担
を
決
め
昭
和
五
十
八
年
か
ら
執
筆
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
の
専
門
家
で
な
い
委
員
会
で
は
、
史
実
を
裏
付
け
る
資
料
を
集
め
る
の
に
依
然
困
難
を
き

め
、
筆
の
運
び
は
牛
車
の
如
く
、
重
く
、
鈍
く
、
各
委
員
の
苛い

ら

立
ち
は
目
に
見
え
て
激
し
く
な
り
、
何
度
か
挫
折
の
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危
機
を
孕は

ら

む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
で
何
と
か
こ
れ
を
成
就
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
感
も
台
頭
し
、
渾
身
一
擲
自
分
を
叱
咤

激
励
し
な
が
ら
最
後
の
執
筆
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
出
来
あ
が
っ
た
原
稿
を
持
ち
寄
り
、
検
討
・
読
み
合
わ

せ
を
重
ね
、
よ
う
や
く
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
六
十
二
年
九
月
執
筆
・
編
集
の
作
業
を
終
わ
り
、
ど
う
に
か
刊
行
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

完
成
し
て
み
ま
す
と
内
容
や
表
現
に
不
備
不
適
な
と
こ
ろ
も
多
く
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
書
き
足
り
な
か
っ
た
面
が

あ
っ
た
り
、
そ
れ
程
重
要
で
な
い
部
分
を
長
く
仰
仰
し
く
書
い
た
り
、
ひ
と
つ
の
流
れ
に
そ
わ
な
い
個
所
も
多
々
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
委
員
一
同
苦
し
み
悶
え
な
が
ら
も
精
魂
を
こ
め
て
執
筆
、
編
集
に

励
ん
だ
つ
も
り
で
す
が
、
い
ま
は
静
か
に
ま
な
板
の
上
で
批
判
を
待
つ
気
持
も
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

の
郷
土
誌
が
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
愛
読
さ
れ
、
郷
土
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
町
発
展
の
一
助
と
も
な
れ
ば
、

こ
れ
ま
た
編
集
子
一
同
望
外
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

な
お
、
郷
土
誌
編
集
の
大
任
を
何
と
か
果
た
す
こ
と
の
で
き
ま
し
た
の
は
、
直
接
執
筆
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

り
、
指
導
助
言
を
賜
っ
た
事
務
局
の
諸
先
生
方
の
お
か
げ
で
も
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

お
わ
り
に
、
発
刊
を
見
な
い
ま
ま
他
界
さ
れ
た
上
山
義
雄
委
員
、
崎
村
登
志
正
委
員
、
上
山
匡
夫
委
員
に
完
成
を

お
知
ら
せ
し
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

昭
和
六
十
三
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海

老

原

進

記
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桜
島
町
郷
土
誌
編
集
関
係
者 

 

編
集
委
員 

委
員
長 

 

海
老
原 

進 

委 

員 
 

中
島 

綱
雄 

 
 
 

山
下 

末
雄

竹
之
内 

薫 
 
 
 

小
田
原
喜
昭

村
永 

行
善 

 
 
 

上
野 

勇
三

（
故
）
上
山 

義
雄 

（
故
）
崎
村
登
志
正

（
〃
）
上
山 

匡
夫 

 

編
集
委
員
会
事
務
局 

 
 

松
下 

純
孝
（
元 

教 

育 

長
）

 
 

野
元 

節
男
（
前 

教 

育 

長
）

 
 

長
嶺
虎
千
代
（
教 

 

育 
 

長
）

 
 

富
永 

 

宏
（
元
社
会
教
育
課
長
）

 
 

徳
永 

敬
次
（
元
社
会
教
育
課
長
）

 
 

中
原
官
太
郎
（
前
社
会
教
育
課
長
）

 
 

村
山 

勝
男
（
社
会
教
育
課
長
）

 
 

橋
口 

彰
徳
（
事 

務 

局 

職 

員
）

 
 

永
田 

正
幸
（
事 

務 

局 

職 

員
）

 
 

萩
原 

貞
信
（
事 

務 

局 

職 

員
）



 



 



 



 


